













































































































































































































































































































































































































































































































































































































遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
1 ST06 北 1.8 0.8 木棺内側頭部付近から刀子と青磁碗の破片２点
2 ST82 北 1.29 0.6
3 ST310 北 1.8 0.94 龍泉窯系小碗の破片
■上敷免遺跡（12世紀後半）
遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
1 SH80 北 1.6 0.7 身体の左側に刀子
2 SH103 北 1.7 0.7
■王ノ壇遺跡（12世紀後半～13世紀）
1 遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
2 SK311 北やや西 1.8 0.6 漆器椀が頭部東側
3 SK318 北 1.65 0.95 漆器椀が頭部東側
4 SK319 北－東 0.85 漆器椀が頭部東側
5 SK315 北－西 1.8 0.6
6 SK617 北－西 2 1.1 ５列18個の棺台石
7 SK618 北やや西 2.2 1.1
■大坪遺跡（12世紀後半）
遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
1 SK453 北 2.45 0.83 棺外に漆器椀
2 SK456 北 1.8 0.67 棺内中央から漆器皿・漆器小皿２点
3 SK2732 北 2.05 0.9 北壁西側から漆器皿２点
■ヲチャラセナイ遺跡（12世紀後半～13世紀）
遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
1 ⅢGP‒02 北 2.27 0.74 小刀１、刀子２、金具１、錫製ニンカリ２など
■上幌内２遺跡（13世紀）
遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など
1 ⅢGP‒01 北北東 2.52 0.84 日本刀１、蝦夷太刀２、刀子２、漆椀塗膜１、漆丸盆塗膜１、骨鏃・中柄など
2 ⅢGP‒02 北 2.94 1 蝦夷太刀２、腰刀２、刀子２、ヤリガンナ？１、鉤状鉄製品１、象嵌装飾銅製品10、漆塗膜１、骨鏃・中柄など
3 ⅢGP‒04 北北東 1.73 0.59 蝦夷太刀１、小刀２、刀子１、目貫等銅製刀装具３、骨鏃・中柄など






遺構 頭位 長軸（m） 短軸（m） 副葬品など





2 ⅢGP‒02 東南東 2.06 0.8 蝦夷太刀２、刀子１
































































































































































































































































入定窟金棺 1.837 0.501 0.261
■平泉町中尊寺
清衡棺（1128年没） 1.897 0.612 0.33
基衡棺（1157年ころ没） 1.863 0.69 0.479
秀衡棺（1187年没） 1.91 0.769 0.439
■館尻遺跡（12世紀後半～13世紀）
ST06木棺 1.6 0.4 －
ST82木棺 1.02 0.38 －
■王ノ壇遺跡（12世紀後半～13世紀）
SK318木棺 1.5 0.5 －
■大坪遺跡（12世紀後半）
SK453木棺 1.8 0.77 －
SK456木棺 1.62 0.5 －
132 秋田県横手市館尻遺跡の屋敷墓　　東北・北海道にみる中世初頭の墓　　
には棺内に土師器小皿１点があり、棺外に漆器
小皿２点が出土した。王ノ壇遺跡では漆器椀が
見つかったのは１点のみであり、上敷免遺跡と
館尻遺跡では漆器椀の出土は無かった。
　漆器は遺体に近接して置かれたものと考えら
れ、その様相は北陸から西へ続く葬送に伴う儀
礼との関連性を感じさせる。
　また、真言土砂楫の儀礼と通じるものが青森
県十三湊で、この時期に存在するので、他の儀
礼的世界の一部がこの地域に伝わっていたこと
はまちがいない。こうして見ると、東北地方周
辺の屋敷墓は、畿内近国の影響を受けて成立
し、地方形を見せつつ展開したものではなかろ
うか。
　北海道の土壙墓は厚真町の報告事例のみの検
討となった。木棺に納められるなど類似すると
ころはあり、頭位方向が北を指すものがある
が、基本的には民俗方位によるもので異なる。
さらに副葬品（表１）も豊富であり、本州島方
面の事例とは異なっている。仏教的要素もあま
り感じられない。津軽海峡をはさんだ二つの地
域の墓は、12世紀後半から13世紀を主体とする
同時期でありながら、造墓原理を異にしている
と見るべきであろう。
　ただし、やはり気になるのは、厚真町遺跡で
出土した常滑壺の存在である。これを交流の実
例として評価すれば、この地域の墓にも何らか
の影響があった可能性は捨てきれない。
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